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■ 出島振興協議会 

民間メンバー及び庁内関係部署が協働で出島振興を協議 
民間メンバーとして、島民や島内の各団体のほか、担い手候補である（一社）女川未来会議出

島プロジェクトも参画。また、庁内関係部署として、ハード整備、産業振興、予算管理の各部署

を企画課が事務局として取り纏める。さらに、専門家の立場から助言及び提案を行うアドバイザ

ーとして合同会社モノコトビトが参画し、体制が構築された。 

実施主体（事務局）： 
女川町企画課 

連携部署： 
建設課 産業振興課 総務課 

アドバイザー： 
合同会社モノコトビト 

民間メンバー： 
出島・寺間区長 出島・寺間漁協支部 

出島架橋期成同盟会会長 女川青年部 

（一社）女川未来会議出島プロジェクト 女性代表２名 

観光協会 

オブザーバー： 
シーパル女川汽船㈱ 

 
 

■ 取組工程 

 

図１ 出島振興協議会の構成（案） 
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■ 取組成果や重要な検討資料等 
 
 
 
 
 
 
 
 

 写真１ 実証実験の様子①（スタート時）     写真２ 実証実験の様子②（出島から撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真３ 実証実験の様子③（ゴール後）         写真４ 意見交換会の様子 

表１ SUP 実装に向けた主な課題 

ハード整備  駐車場が必須である。また、配置計画時は準備を行うスペースを考慮することが
望ましい。 

 トイレも現状では漁港周辺のみであり、エントリー場所と漁港に距離が生じる可
能性もあるため、整備を検討する必要がある。 

 発着点は砂浜が望ましい。難しい場合は階段状の護岸整備も有効。 
コースの設定  養殖網に影響しないコース設定が重要である。 
ルールの設定  事故や漁業関係者とのトラブルを未然に防ぐためのルール設定・周知が必要であ

る。 
 ルール検討にあたっては、経験のあるガイドや漁業関係者を含めて協議を行い、
立ち入り禁止区域や、入水する際の条件を定め、必要があればそれを SUP 中も持
ち運び可能なマップで示すことが望ましい。 

管理運営の担い手確保  出島のマリンアクティビティを管理運営の担い手を確保する必要がある。 
 発着場所は、安全性担保のために定期的な清掃が必須である。 
 管理運営の担い手はマリンアクティビティの管理者としての知見があり、漁業関
係者との協議を円滑に進められる者が望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 実証実験のルート         図３ プロジェクトマップのたたき案 

                         （庁内調整用） 






